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千葉山智満寺文書の概要 

                                                     

１ 由来 

   宝亀２年（７７１）、廣智菩薩により開創されたといわれ、僧行基作と伝える「千手観音像」を本尊とする天台宗寺院である。源頼朝や

今川氏・徳川氏の寄進などによって諸堂が整備され、今日に至っている。国指定の重要文化財「本堂」をはじめ、多くの文化財を有する。 

調査の古文書は、智満寺の歴史・文化を伝える貴重な資料である。 

 

２ 時代  

   古代の寺院開創から今日に至る永い歴史がある。この間、地域住民が果たした役割は大きく、密接な関係が維持されてきた。 

 

３ 古文書の分類と比率 

  智満寺の調査した古文書の総数は、１,３９１点を数える。その内訳比率は、近世５９２点で４３％、近現代７９９点で５７％である。 

（１）近世５９２点の内訳（「近世文書分類表」明治５年までを参照）  （２）近現代７９９点の内訳（「近・現代文書分類表」明治６年以降を参照） 

  【分類】   【点数（点）】                    【分類】     【点数（点）】  

支配       １１３                      政治行政      ３１ 

    土地        ８                      経済・産業    ３９４ 

   貢租      １２０                      社会・労働     １２ 

   村政・戸口   １０８                      教育・文化    ３３９ 

   諸産業      １１                      その他       ２３ 
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  （１）のつづき 

【分類】    【点数（点）】 

 商業       ４５ 

   交通・通信     ３ 

   水利・土木     ３ 

   災害・救恤     １ 

   教育・文化     ２ 

   宗教・習俗   １７１ 

   その他       ７ 

 

４ 古文書の概要 

   近世文書では、 

①豊臣秀吉朱印状、徳川家康から歴代将軍朱印状写などの支配関係 

②元禄８年から明治４年までの年貢関係 

③正徳６年から明治４年までの宗門人別帳 

④智満寺造営関係の資料などに特色がみられる。 

   近・現代文書では、農林業関係、智満寺造営関係、楞厳院廃寺関係などの資料に特色がみられる。 

文責 島田市博物館文化財係 


